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石 を転 がすのは最 初 重 いけれど、一 度 転 がりはじめると早 い  

 

 二 年 目 の 2 0 0 7 年 度 は 、 知 名 度 の 向 上 を 目 指 し て 、 ① 国 内 展 示 会

へ の 出 展 、 ② 新 商 品 開 発 、 ③ タ オ ル ソ ム リ エ 資 格 試 験 制 度 の 実 施 、

④ メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン に 力 が 注 が れ た 。 メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ

ン に つ い て は 、 膨 大 な コ ス ト を か け て こ ち ら か ら 仕 掛 け る の で は な

く 、 話 題 性 の 高 い ネ タ を 情 報 発 信 し て い く こ と で メ デ ィ ア の 方 か ら

取 材 を う け る よ う に も っ て い っ た 。 佐 藤 可 士 和 氏 に よ る ブ ラ ン ド ・

ロ ゴ の 作 成 は 多 く の 注 目 を 集 め た が 、 そ の 他 に 上 記 の 活 動 を と お し

て 情 報 発 信 を 積 極 的 に お こ な っ た 。  

ま ず 、 東 京 の 流 行 発 信 地 と な っ て い る 伊 勢 丹 新 宿 店 で 「 今 治 タ オ

ル 」 常 設 コ ー ナ ー を 設 置 し て も ら い 、 佐 藤 氏 デ ザ イ ン に よ る タ オ ル

や 白 い タ オ ル な ど の 販 売 を 開 始 し た こ と で あ る 。 こ れ に は つ ぎ の よ

う な 経 緯 が あ る 。 一 年 目 の 活 動 と し て 有 名 デ ザ イ ナ ー と コ ラ ボ レ ー

シ ョ ン で 新 商 品 を 開 発 し た が 、 二 年 目 は 佐 藤 氏 に 総 合 プ ロ デ ュ ー ス

を お 願 い し た 。 そ の 際 、 佐 藤 氏 か ら 「 東 京 で 今 治 タ オ ル を 買 え る 場

所 を み つ け て く だ さ い 」 と い う 条 件 の 提 示 を う け 、 藤 高 豊 文 氏 は

O E M で 取 引 の あ っ た 伊 勢 丹 新 宿 店 に「 今 治 タ オ ル 」常 設 コ ー ナ ー の

設 置 に つ い て 交 渉 を こ こ ろ み た 。 伊 勢 丹 と し て も 産 地 ブ ラ ン ド で 販

売 コ ー ナ ー を 設 置 す る の は 経 験 が な か っ た こ と か ら 、 こ の と き は 話

半 ば で 終 わ っ た 。 し か し 、 伊 勢 丹 の 若 い バ イ ヤ ー が 6 月 に 開 催 さ れ

た 「 イ ン テ リ ア ラ イ フ ス タ イ ル シ ョ ー （ 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 展

V o l .  2）」に 足 を 運 ん だ と こ ろ 、そ こ に 出 展 さ れ て い た 今 治 ブ ラ ン ド

の タ オ ル を み て 「 面 白 い か ら や ろ う 」 と い う こ と に な り 、 常 設 コ ー

ナ ー が 現 実 の も の と な っ た 。  

こ の 機 会 に 既 存 の デ ザ イ ン だ け で な く 佐 藤 氏 に も デ ザ イ ン を お 願

い し て は ど う か と い う こ と で 、 佐 藤 氏 に も 協 力 を お 願 い し た 。 す る

と 、佐 藤 氏 は 伊 勢 丹 新 宿 店 の メ ン ズ 館 を 愛 用 し て い た こ と も あ っ て 、

常 設 コ ー ナ ー 用 に タ オ ル を デ ザ イ ン す る こ と を 快 諾 し て く れ た 。 伊

勢 丹 新 宿 店 の 「 今 治 タ オ ル 」 常 設 コ ー ナ ー は た い へ ん 話 題 に な り 、
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そ の 後 メ デ ィ ア で 注 目 さ れ る き っ か け と な っ た 。  

つ ぎ に 、 お 客 さ ん に 「 中 国 産 タ オ ル と 今 治 産 タ オ ル は ど こ が 違 う

の か 、 な ぜ 中 国 産 で は な く 今 治 産 で な い と ダ メ な の か 」 を 説 明 し 、

今 治 タ オ ル を 手 に と っ て い た だ く た め の 売 場 の プ ロ を 育 成 す る 目 的

で 、 タ オ ル ソ ム リ エ 資 格 試 験 制 度 を 設 置 し た こ と で あ る 。 試 験 に 合

格 し た タ オ ル ソ ム リ エ た ち は 今 治 タ オ ル の フ ァ ン と な り 、 今 治 タ オ

ル の 広 告 塔 に な っ て く れ る 。2 0 1 2 年 に は タ オ ル ソ ム リ エ が 1 , 2 0 0

人 を 突 破 し 、 現 在 も 年 1 回 の 試 験 が 開 催 さ れ て い る 。  

こ の よ う な 話 題 づ く り の 効 果 も あ っ て 、2 0 0 7 年 7 月 頃 か ら 新 聞

や 雑 誌 、 テ レ ビ な ど で と り 上 げ ら れ る 回 数 が 増 え 、 1 1 ・ 1 2 月 に は

雑 誌 「 D I M E 」（ 小 学 館 ） と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン で 4 週 連 続 し て 今 治

タ オ ル が 特 集 さ れ た 。  

藤 高 氏 の な か で 「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 成 功 の メ ル ク マ ー ル

（ 指 標 ） は 2 つ あ り 、 ひ と つ は 5 大 紙 と い わ れ る 朝 日 新 聞 、 読 売 新

聞 、 産 経 新 聞 、 毎 日 新 聞 、 日 経 新 聞 で 報 道 さ れ る こ と 、 も う 一 つ は

N HK の 全 国 版 で 放 映 さ れ る こ と 、だ っ た 。プ ロ ジ ェ ク ト 始 動 後 、二

年 目 に し て こ れ ら は 達 成 さ れ た 。 結 果 も つ い て き た 。 2 0 0 7 年 1 2

月 に は ネ ッ ト 販 売 の 売 上 が 月 商 1 0 0 0 万 円 台 を 超 え た の で あ る 。  

三 年 目 の 2 0 0 8 年 度 は 、ブ ラ ン ド 確 立 の 最 終 段 階 と し て 国 内 市 場

の 醸 成 を 課 題 に か か げ 、 ① 国 内 展 示 会 へ の 出 展 、 ② 新 商 品 開 発 、 ③

タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 の 整 備 、 ④ メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン に 焦 点 が

絞 ら れ た 。 前 年 度 と 同 様 に 国 内 展 示 会 へ の 出 展 な ど に も 精 力 的 に と

り 組 み つ つ 、 こ の 年 に は タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 が 設 置 さ れ た 。 こ れ

は 、 タ オ ル の 生 産 現 場 を 支 え る 技 術 者 に も っ と 若 い 人 た ち が 入 っ て

く れ る よ う に 、「偉 大 な 先 輩 の 背 中 を み て 自 分 も そ う な り た い と い う

よ う な お 手 本 を 作 ろ う 」 と い う 願 い が 込 め ら れ て い る 。 マ イ ス タ ー

に 任 命 さ れ る に は 、 1 0 年 以 上 タ オ ル 生 産 に 従 事 し 、 技 術 指 導 な ど

何 ら か の 社 会 的 貢 献 を 果 た し た 経 験 の あ る 人 が 選 出 さ れ る が 、 こ れ

は 容 易 な こ と で は な い 。 し か し 、 タ オ ル マ イ ス タ ー た ち の 存 在 が 次

世 代 を 担 う 若 者 た ち に と っ て よ い 刺 激 と な る 。 事 実 、 い ち ど 廃 止 に
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な っ た 技 能 検 定 試 験 が 国 家 検 定 に 準 ず る か た ち で 復 活 し 、 試 験 に 向

け て が ん ば る 若 者 が 少 し ず つ 増 え て い る 。  

そ し て 四 年 目 の 2 0 0 9 年 度 は 、支 援 内 容 が 先 進 的 ブ ラ ン ド 展 開 に

変 わ り 、 J A P A N ブ ラ ン ド の 確 立 に 照 準 を 合 わ せ 、 ① 海 外 展 示 会 へ

の 出 展 、② 国 内 展 示 会 の 開 催（ 海 外 展 示 会 と の 連 動 ）、③ 新 商 品 開 発 、

④ メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン に 力 点 が 置 か れ た 。 J A P A N ブ ラ ン ド 育

成 支 援 事 業 は 、 日 本 の 確 か な 技 術 に 裏 づ け ら れ た モ ノ づ く り を 支 援

し 、 世 界 に 通 用 す る 日 本 の ブ ラ ン ド を 構 築 す る こ と に 目 標 を 置 い て

い る 。「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」で は 、2 0 0 9 年 度 は 日 本 か ら 世 界

へ 活 動 の 場 を ひ ろ げ 、 今 治 タ オ ル の 世 界 市 場 開 拓 を 目 指 し て 国 内 展

示 会 と 連 動 す る か た ち で 海 外 の 展 示 会 に も 出 展 し た 。2 0 0 9 年 9 月

に フ ィ ン ラ ン ド の ヘ ル シ ン キ で 開 催 さ れ た 国 際 見 本 市 で は 、 今 治 タ

オ ル の ブ ー ス に 約 5 , 0 0 0 人 の 来 客 が あ り 好 評 を 得 た 。  

2 0 0 6 年 度 に は じ ま っ た 今 治 タ オ ル の J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援

事 業 は 、 2 0 0 9 年 度 に い っ た ん 補 助 期 間 を 終 え る 。 藤 高 氏 は 当 時 の

こ と を 振 り 返 り 、 こ う 話 す 。 幸 運 だ っ た の は 、 今 治 商 工 会 議 所 と 今

治 市 と 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 三 者 が 協 力 し て J A P A N ブ ラ ン ド 育 成

支 援 事 業 の 認 可 を う け る こ と が で き 、「 今 治 タ オ ル 」の ブ ラ ン ド 構 築

に 向 け た ス キ ー ム が 確 保 で き た こ と 、「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」に

お い て は 佐 藤 可 士 和 氏 に 出 会 え た こ と 、そ し て 何 よ り 2 0 0 6 年 の 組

合 内 の 組 織 再 編 成 で 理 事 を は じ め と し た 若 い 人 た ち が 手 弁 当 で 走 り

回 っ て く れ た こ と 、 こ れ が 何 よ り 大 き か っ た 。  

 四 年 間 の 成 果 は 、 1 9 9 1 年 を ピ ー ク に 下 降 し つ づ け て い た タ オ ル

生 産 量 の 減 少 に 歯 止 め が か か り 、 今 治 タ オ ル シ ョ ッ プ に お け る 売 上

も 上 昇 し た こ と（ 図 1 、表 １ [2 0 1 3 年 4 月 号 ]）、さ ら に は 今 治 タ オ

ル の 認 知 度 が 2 0 0 4 年 に 3 6 . 6 ％ だ っ た も の が 2 0 0 8 年 に は 5 0 . 2 ％ 、

2 0 1 2 年 に は 7 0 . 1 ％ へ 上 昇 し た こ と か ら も 十 分 に う か が い 知 れ る 。

ま た 、 他 の 地 域 産 業 に お け る J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の 成 果

と 比 較 し て も 、 引 け を と ら な い 。 2 0 0 4 年 か ら 2 0 1 0 年 の 同 事 業 の

プ ロ ジ ェ ク ト 販 売 額 上 位 2 0 を み る と 、「 商 品 の 販 売 額 」で い え ば 今
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治 は ７ 位 で あ る（ 表 5 ）。各 プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 や 商 品 の 単 価 に も 数

値 は 大 き く 左 右 さ れ る の で 単 純 な 比 較 は 難 し い が 、 タ オ ル の 単 価 を

考 え れ ば 相 当 検 討 し た と い え る 。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

出 典 ：  ㈱ 今 治 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー （「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 資 料 ） よ り 作 成 。  

 

 

順位 実施機関名 事業名
商品の

販売額

既存商品

販売額
合計

1 能美市商工会
JAPANブランドKUTANIプロジェクト

・エフ
12,500 618,000 630,500

2 能登町商工会 能登の醸しブランド構築事業 63,200 445,000 508,200

3 和束町商工会
宇治和束茶で「特別なティータイム」を

世界に提案
6,200 464,175 470,375

4 府中商工会議所
府中家具（Fuchu Furniture）の

ブランド・拠点構築事業
162,000 251,000 413,000

5 甲府商工会議所
ジュエリー産地・山梨産地ブランド

「Koo-fu」プロジェクト
386,000 0 386,000

6 愛知県陶器瓦工業組合
エコ屋根材「三州瓦」の海外販路

開拓事業
0 300,000 300,000

表5 　JAPANブランド育成支援事業の販売実績でみた上位20プロジェクト（千円）



「タオルびと」2013 年 7 月号（藤高豊文氏編④） 

 
 

5 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

 

 

 

「 商 品 の 販 売 額 」 と 「 既 存 商 品 販 売 額 」 の 合 計 で 順 位 が 配 置 さ れ

順位 実施機関名 事業名
商品の

販売額

既存商品

販売額
合計

7
（財）にいがた産業

             創造機構

新潟発の総合プレミアムブランド

「百年物語」推進プロジェクト
110,500 177,000 287,500

8 燕商工会議所 「enn」ブランド育成プロジェクト 94,000 106,000 200,000

9 京都府商工会連合会 京都・丹後テキスタイルブランド 61,500 112,700 174,200

10 南あわじ市商工会 アジア市場制覇に向けた淡路瓦の挑戦 0 169,000 169,000

11 福岡商工会議所 21世紀博多織JAPANブランド 66,000 101,000 167,000

12 山中商工会 YAMANAKAブランドの確立 142,000 24,000 166,000

13 紀州繊維工業協同組合 「KOYAGUCHI PILE」ブランドの構築 62,000 104,000 166,000

14 鯖江商工会議所
めがねのメッカ福井県鯖江市

「THE291」のブランド展開
137,800 0 137,800

15 札幌商工会議所 さっぽろスイーツ発信事業 100,000 0 100,000

16 今治商工会議所 今治タオルプロジェクト 95,000 0 95,000

17 弘前商工会議所
「弘前な空間デザイン」

ブランディングプロジェクト
24,000 67,000 91,000

18 京都商工会議所 KYOTO PREMIUM 0 89,000 89,000

19 鯖江商工会議所
本質的本格的な漆の伝統工芸品

「REAL JAPAN」ブランドの展開
15,000 69,000 84,000

20 大阪タオル工業組合
泉州タオル・泉州こだわりタオル

ブランドの確立・浸透
50,000 16,000 66,000

出典：　㈱日本総合研究所「JAPANブランド育成支援事業評価等事業報告書」2011（平成23）年3月、52頁。

注：「商品の販売額」は同事業で開発した商品の販売額（国内外の合計）であり、「既存商品販売額」は同事業で開発

した商品の影響により増加した既存商品の販売額（国内外の合計）である。
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て い る の で 、 総 合 順 位 で は 「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 1 6 位 と

な っ て い る 。 し か し 、 こ れ は 、 同 事 業 の 評 価 分 析 を お こ な っ た ㈱ 日

本 総 合 研 究 所   へ 資 料 を 提 出 し た 今 治 商 工 会 議 所 が 、「 既 存 商 品

販 売 額 」 の 正 確 な 数 値 を 算 出 す る の が 困 難 で あ っ た こ と か ら 「 0
ゼ ロ

」

と し て 公 表 し た た め で あ り 、 先 に も 述 べ た よ う に 、 実 質 は タ オ ル の

生 産 量 も 売 上 も 増 加 し て お り 、 高 い 販 売 額 を 記 録 し て い る は ず で あ

る 。  

 藤 高 氏 主 導 の も と で す す め ら れ た 「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」 の

成 功 は 、 今 治 に 確 か な 技 術 と 各 タ オ ル メ ー カ ー の 自 立 の 精 神 が あ っ

た か ら で あ る 。 現 在 、 今 治 で は 独 自 の タ オ ル 技 術 と 商 品 開 発 に よ っ

て 売 上 を 伸 ば し て い る 元 気 な 企 業 が い く つ も あ る 。 タ オ ル に ガ ー ゼ

の 要 素 を 組 み 合 わ せ ハ イ セ ン ス な タ オ ル を 生 産 し て い る 今 井 タ オ ル 、

新 た な 販 路 を 切 り 開 き マ ー ケ テ ィ ン グ に も 力 を 入 れ て い る 七 福 タ オ

ル 、 タ オ ル マ フ ラ ー の 火 付 け 役 と な り 新 し い 商 品 を 送 り 出 し て い る

宮 﨑 タ オ ル 、 佐 藤 可 士 和 氏 を 唸 ら し た 吸 水 性 抜 群 の 「 白 い タ オ ル 」

に こ だ わ る 吉 井 タ オ ル 、 京 都 の 老 舗 旅 館 と コ ラ ボ す る な ど 自 社 ブ ラ

ン ド に 定 評 の あ る コ ン テ ッ ク ス な ど 、 挙 げ れ ば 切 り が な い 。 こ れ が

今 治 タ オ ル の 底 力 で あ る 。「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」の 成 功 を う け

て 、 日 本 市 場 奪 回 に 向 け て 、 さ ら に は グ ロ ー バ ル 市 場 で i m ab a r i  

t owe l を 売 っ て い く 、 い ま が そ の 機 運 な の か も し れ な い 。  

最 後 に 、 藤 高 氏 は 、 今 治 タ オ ル が 抱 え る 問 題 を 解 決 す る た め に 、

産 地 の ブ ラ ン デ ィ ン グ の 必 要 性 を 主 張 し 、 外 か ら み た 眼 で 産 地 を 再

構 成 し よ う と し た 。 こ の ア イ デ ィ ア に 賛 同 し 協 力 し て く れ た 人 た ち

が た く さ ん い た わ け で あ る が 、 そ の な か の ひ と り で あ る 佐 藤 可 士 和

氏 か ら 本 当 の ブ ラ ン デ ィ ン グ に つ い て 気 づ か さ れ た と い う 。つ ま り 、

「 外 か ら 付 加 す る の で は な く 、 内 に あ る 本 質 を 磨 い て 出 す こ と 」 だ

と 。  

今 治 タ オ ル の 闘 い は 、今 治 で タ オ ル を つ く る か ぎ り 永 遠 に つ づ く 。

伝 統 を 守 り そ れ を さ ら に 発 展 さ せ て い く た め に は 、 各 事 業 者 の 積 極

的 な 姿 勢 、 顧 客 か ら 学 ぶ 姿 勢 、 業 界 の 通 説 を 破 る チ ャ レ ン ジ 精 神 、

LOOKS
ノート注釈
企業や政府機関などに必要な情報や知識を提供したり、専門家の立場からアドバイスや指導したりすることを専門におこなう株式会社。
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そ し て 継 続 す る 力 が 重 要 で あ る 。 継 続 と は 、 つ ね に 危 機 意 識 を も つ

こ と 、 つ ね に 考 え る こ と 、 つ ね に あ た ら し い 情 報 を 発 信 す る こ と 、

つ ね に 前 進 す る こ と な の で あ る 。  

 

 

6 ．  座 右 の 銘  

藤 高 氏 は 読 書 家 で あ る 。た く さ ん の 愛 読 書 の な か で 、『 三 国 志 演 義 』

は 特 別 な 存 在 だ 。『 三 国 志 演 義 』 と は 、 中 国 の 後 漢 滅 亡 後 、 魏 呉 蜀 の

三 国 が 鼎 立 し た 時 代 （ 1 8 4 年 黄 巾 の 乱 勃 発 か ら 2 8 0 年 の 晋 の 統 一

ま で ） の 史 実 を 記 し た 『 正 史 三 国 志 』 を も と に 書 か れ た 歴 史 小 説 で

あ り 、元 末 明 初 の 羅 貫 中   が 編 集 し た も の で あ る 。日 本 で は 、『 三

国 志 通 俗 演 義 』 と も 呼 ば れ 、『 水 滸 伝 』 や 『 西 遊 記 』、『 金 瓶 梅 』 と と

も に 四 大 奇 書 と い わ れ て い る 。 こ の 小 説 の な か に 、 つ ぎ の よ う な 言

葉 が あ る 。  

 

夫 れ 期 運 は 天 の 授 く る と こ ろ と 雖 も  功 業 は 必 ず 人 に 因 り て な る  

 （ 機 運 は 天 が 与 え る も の だ が 、 功 業 を 立 て る の は 人 で あ る ）  

 

こ れ が 藤 高 氏 の 座 右 の 銘 で あ る 。意 味 は 、「 運 は 必 要 で あ る が そ れ

を 活 用 す る の は 人 だ 」 と い う 力 強 い メ ッ セ ー ジ が 込 め ら れ て い る 。

中 国 の 歴 史 書 に 対 す る 関 心 は 小 学 生 以 来 の も の で あ り 、 父 の 蔵 書 の

『 世 界 の 歴 史 』（ 中 央 公 論 社 ）の「 殷 墟
い ん き ょ

」  の

項 を 拾 い 読 み し た こ と が き っ か け と な っ た 。 藤

高 氏 の よ う に 、 中 国 の 歴 史 に 造 詣 が 深 く 、 と く

に 論 語 を 愛 読 し た 企 業 家 は 、 渋 沢 栄 一   を は

じ め と し て 数 多 く い る 。 中 国 の 歴 史 や 学 問 が 多

く の 人 を 引 き 付 け て や ま な い の は 、 藤 高 氏 の 座

右 の 銘 の よ う に 、 生 き る う え で 大 切 な こ と を 教

え て く れ る か ら で あ ろ う 。  

 
『 三 国 志 演 義 』 表 紙 (ち く ま 文 庫 )  

羅  貫 中  作 2003 年 発 行  

（ 写 真 ： 筑 摩 書 房 提 供 ）  

LOOKS
ノート注釈
中国の小説家・劇作家。山西省生まれ。宋・元代に流行った話本をもとに口語長編小説をつくった先駆者。『三国志演義』の他に『平妖伝』や『残唐五代史演義』などいくつかの作品を残している。

LOOKS
ノート注釈
中国河南省安陽市にある殷（中国最古の王朝）後期の遺跡。

LOOKS
ノート注釈
1840年、武蔵野国榛沢郡血洗島（現在の埼玉県深谷市）生まれ（没1931年）。福沢諭吉と並んで近代日本の経済発展に寄与した人物として有名。日本の近代的銀行業の素地をつくり、生涯500以上もの企業の設立にたずさわった。
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7 ．  将 来 に 向 け た メ ッ セ ー ジ  

 

思 う存 分 好 きなことをやれ  

 

「 若 い 人 に は 、 思 う 存 分 好 き な こ と を や っ て ほ し い で す ね 。 ま た

で き る だ け 海 外 に も 行 き 、見 聞 を 広 め て ほ し い 。」思 う 存 分 好 き な こ

と を や る な か で 、 自 分 の 感 性 を 磨 き 、 志 高 く グ ロ ー バ ル な 視 点 で 物

事 を み る 力 を つ け て ほ し い と い う エ ー ル で あ る 。 今 治 タ オ ル の 将 来

が こ の よ う な 若 者 に よ っ て 担 わ れ る か ぎ り 、 今 治 タ オ ル の 伝 統 は 確

実 に う け 継 が れ て い く だ ろ う 。（ 完 ）  

（ 文 責 ・ イ ン タ ビ ュ ー ：  辻 智 佐 子 ）  

 

参 考 文 献  

今 治 市 役 所 秘 書 課 広 報 広 聴 室 編 [1 9 9 8 ] 「 広 報 い ま ば り 」 今 治 市 役

所 、 1 9 9 8 年 7 月 。  

関 田 理 恵 編 [2 0 0 8 ]『 ヒ ッ ト 商 品 の デ ザ イ ン 戦 略 を 解 剖 す る 』ピ エ ・

ブ ッ ク ス 。  

「 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 」 提 供 資 料 （ 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 ホ ー ム ペ ー

ジ ）。  

四 電 ビ ジ ネ ス ㈱ [ 2 0 1 2 ]『 ラ イ ト ＆ ラ イ フ 』 6 月 号 （ N o .  6 1 8 ）、 四

国 電 力 ㈱ 広 報 部 広 報 計 画 グ ル ー プ 。  

「 2 0 0 6 年 度 ～ 2 0 0 8 年 度 J A P AN ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 『 ブ ラ ン

ド 確 立 支 援 事 業 』 成 果 報 告 書 」（「 今 治 商 工 会 議 所 」 提 供 資 料 ）。  

 

編 集 後 記  

色 鮮 や か な タ オ ル が き れ い に 陳 列 さ れ た ㈱ 藤 高 本 社 シ ョ ー ル ー ム の

W I S T E R A 。 W I S T E R A と は 「 藤 」 を 意 味 し ま す 。 藤 高 さ ん に 初 め て お 会 い

し た の も 取 材 さ せ て い た だ い た の も 、 こ の シ ョ ー ル ー ム で し た 。 実 は 、 こ の

と き の イ メ ー ジ が 「 タ オ ル び と 」 の ロ ゴ マ ー ク に 繋 が り ま し た 。 藤 高 さ ん の

第 一 印 象 は 、 ク ー ル （ 冷 静 か つ 沈 着 ） な ジ ェ ン ト ル マ ン 。 第 一 印 象 の ク ー ル
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さ は 、 と き た ま 見 せ る チ ャ ー ミ ン グ な 笑 顔 に よ っ て 親 し み や す さ に 変 わ り 、

そ し て 当 時 の 様 子 に つ い て 資 料 を 用 い て 気 さ く に お 話 を し て い た だ き ま し

た 。 た い へ ん わ か り や す く 的 を 射 た 内 容 で 、 あ ら た め て 勉 強 に な り ま し た 。

取 材 が 終 わ っ た あ と 、 わ た し た ち 取 材 ス タ ッ フ （ 女 性 3 名 ） の 荷 物 を 持 っ

て 駐 車 場 ま で 見 送 り に 出 て こ ら れ た と き の 様 子 は 、い ま で も は っ き り と 覚 え

て い ま す 。 最 初 か ら 最 後 ま で 、 や っ ぱ り ジ ェ ン ト ル マ ン な 藤 高 さ ん で し た 。

（ 辻 ）  

 

 

                        

 

次 回 の 「 タ オ ル び と 」   

タ オ ル は 、 た く さ ん の 工 程 を へ て つ く ら れ る 。 大 き く わ け る と 、 準 備 工 程 、

製 織 工 程 、 仕 上 工 程 の 3 つ で あ る 。 工 程 ご と に そ れ を 担 う 専 門 の 業 者 が い

て 、地 域 内 で 分 業 し な が ら 一 枚 の タ オ ル が で き 上 が る 。次 回 の「 タ オ ル び と 」

で は 、準 備 工 程 の な か で も 重 要 な 作 業 の ひ と つ で あ る 染 色 加 工 に 着 目 し 、長

年 今 治 タ オ ル の 染 晒 部 門 を 支 え て き た 越 智 源 株 式 会 社 の 代 表 取 締 役 で あ る

越 智 敏 裕 氏 を と り 上 げ る 。  

 


